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2014年 2月 8 日 と 14〜 15日 の 大雷の 発生要因 と過去事例との 比較

加藤輝之 （気象研 予報）

1 ，は じめに

　2014 年 2 月 8 目と 14〜15 日に は 南岸低気圧 の 通過 に とも

な っ て 、東京で は 両 目とも 27cm 、 甲府で は 43cm と 114cm の

積雪が観測され た。関東地方で 降雪がもたらされ るに は大気

下層に 冷気層が形成 され る こ とが必要で あり、本研究で はそ

の 冷 気 層 を も た ら した寒 気 移 流 お よび 南岸 低 気 圧 を発 生 させ

た要因に つ い て、過 去 の 大雪事例 （1969年 3 月上旬、1984年
1 月下 旬 ）と比 較 しつ つ 、気 象庁 長期再解析データ JRA −55 の

高解像度版 （水平解像度 O．5 度）を用い て調査 した。また冷

気層の 構造や甲府 で の 積雪量 に差が 生 じた要因に っ い て 、気

象庁メ ソ解析 を用 い て 考察 した。

2 ．大雪の発生要因 と過去事例との比較

　2014年 1〜2月 で の 関東 平野 中部の 高度 500m の 気 温変化お

よび 日本列島の 低気圧通過 （口 ： 北 日本 を通過、○ ：南岸を

通過 （破線 はか な り南岸）、☆ ： 北 目本 と南岸を二 つ の 低気圧

が 通 過 ） を図 1b に示 す。低 気 圧 の 通過 に と もな っ て、関東

地方の 気温 が上 昇 して い るが、1 月 15 日 と 2 月 8〜20 日に 複

数 の 南 岸 低 気圧 が 単独 で 通 過 した前 後 の 期 間 の 気 温 は気 候 値

よ りもか な り低 くなっ て い る。特 に 2 月 8 目と 14 目は 降雪を

示唆す る 0℃ 以 下に なっ て い る。そ の 寒気をもた らし た源泉

に 当た る ロ シ ア 沿海地 方平野部の 気温 変化 （図 1a）をみ る と、
関東沖を南岸低気圧 が通過す る約 3 目前に極小 を記録 して お

り、そ の 寒気の 吹き 出 しが 関東 の 低温 と南岸低気圧 の 発 生に

寄与 して い る と考え られ る。2014 年 2 月 上 旬 の 高度 500m の

大 気 の 流 れ （図 2 ＞ を み る と、寒 気 の 源 泉か ら吹 き出 た南南

東向きの 流れが 日 本列島付近 で 西向き成分 を持 ち、台湾か ら

日本列 島の 南岸 に か け て、収 束帯 を形成して い る。 そ の 領域
で は 気温 の 南北傾度も大きく、順圧不安定で 形成 され た渦 が

傾圧 不 安 定 も加 わ っ て 、 低 気 圧 が発 生 ・発 達 しや す い 環境場

で あ る こ と が わ か る。実際、寒 気 の 吹 き 出 し に よ り水平 シ ア

が 強 ま っ て 、低気圧 が発 生 して い た こ とが 確 認で き た （図 略）。
　過 去 の 大雪 事例 にお い て も、ロ シ ア 沿 海 地 方平 野 部 に寒気

蓄積が み られ、そ の 吹 き出 し に よ る流れ が 西 向 き成分 を持ち、
台湾か ら 目本列 島の 南岸 に か け て の 収 束帯が形 成 され て い た 。

ま た 共 通 して 、太 平洋 上 で は気 候 値 （1958〜2013年 平均 ） よ

りも低圧 になっ て おり、寒気で作 られ る高圧との 間の 気圧傾

度力に よ る地衡風調整で 、西向き成分が 形成され て い た。

3 ．冷気層の構造と甲府での 降雪の 違い

2014 年 2 月の 降雪時には、下層 1〜1．5  に冷気層 が 見ら

れ た 。 そ の 冷 気層 の 形 成 に は、上 述 の 寒 気 移 流 に加 え て、降

雪の 融解 ・蒸発が寄与 して い たと考えられる。2014年 2月 童5
日 0 時 の 甲府 と鹿 島灘沖間の 飽 和相 当温位 の 断 面図 （図 3 の

等値線） をみ る と、陸上部分 で は絶対 安定な成層 に な っ て い

る。冷気層を滑昇 した気塊 は凝結 した 後、等飽和相当温 位上

を引 き続 き滑昇 し、関東平野か ら甲府盆 地 に か けて 降雪を も

た ら して い た と考 え られ る。
　関東 地方接近時 の 南岸低気圧 の 中心示 度 は、8 日の 事例 が

988hPa、14〜15 日の 事例 が 996hPa で あ り、前 者 の 方 が発 達

し て い る に もか か わ らず甲府 で の 積雪量 が少 な か つ た。そ の

原因 と し て は 、降雪期間の 違 い （8 日の 事 例 ：約半 日、14〜

15 目の 事例 ： 1 目以上持続）に加えて 、 14〜15 目の 事例 で 甲

府で の 最大時間 降水量 を もた ら し た 頃 の 水蒸気 フ ラ ソ クス 量

分布 （図 3 の 陰影）の ように、大量 の 水蒸気が 甲府盆地 上空

ま で 運ばれ、降雪 に な っ た た め だ と考 え られる。
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図 1　 2014年 （黒線） と気候値 （1958〜2013年平均、
　灰色 線） 1〜2 月の （a）関東平野中部 と（b）ロ シ ア 沿

　海 地 方平野 部の 高度 500m の 気 温 時 系列 ．実線 ： 目

　平均、細線 ：6 時 間毎．JRA−55高解像度版 か ら作成．
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図 2　 2014 年 2 月上 旬 Cl〜15 日平 均 ） の 高度 500m
　の 水平 発 散 （陰影）、気温 （等値 線、℃） と風 ベ ク ト

　ル ．JRA −55高解像度版か ら作成．標高 500m 以 上 の

　地点 は地 表 データ で 代用．
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図 3　 2014年 2 月 15 日 0 時の 甲府 と鹿島灘沖間 （図

　 2 の 太実線）の 水蒸気フ ラ ッ ク ス 量 （陰影）、飽和相

　当温 位 （等値線、K）の 断面 図とそ の 断面 図 に投射

　した風ベ ク トル ．気象庁 メ ソ解析 か ら作成．
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